


カスタムテイクアウト容器の選び方：メニューの種類で選び、持ち帰り袋を合わせる

Details

結論から： カスタムテイクアウト容器は、平均的なメニューではなく、いちばん扱いが難しいメニューに合わせて選びましょう。熱く蒸気の出る料理には通気口付きのふた、揚げ物には確認
できる耐油バリア、ソース類には密閉ふた、冷たい商品には結露に耐えるパックが必要です。印刷の前に食品接触に関する書類を確認し、そのうえで持ち帰り袋を容器の底面サイズと積み上
げ高さに合わせてください。

包装のクレームは、袋の中で起きていることがほとんどです。クラムシェル容器が蒸れる、ソースのふたが浮く、折り目から油がにじむ。それでも責められるのは外側の袋です。このガイド
は、カスタムテイクアウト容器を検討する飲食店・フードサービスの購買担当者向けです。容器と袋を一つのシステムとして考え、まずメニューのカテゴリーごとに適切な容器を選び、次に
その容器が運ばれる袋に収まるかを確認します。

カウンターを離れた後にテイクアウト包装が失敗する理由
包装は、受け渡し口では問題なく見えても、車の中で不具合を起こすことがあります。広く共有された例が2026年3月にありました。あるバーガーチェーンでフライ用カップが紙袋に替
わり、客から不満の声が上がったのです。「油がずっと早くしみ出す」と書いた客もいれば、以前のカップなら帰りの車内でもシートに油がつかなかったと話す客もいました。これは ニュー
ヨーク・ポストが報じた[1]ものです。料理は変わっておらず、変わったのは一次容器だけでした。

この失敗のコストは急速に膨らみます。スタッフは補うために全注文を二重に袋詰めし、配達員は濡れた袋を渡すことになり、レビューでは料理ではなく汚れが話題になります。コンプライ
アンスの面もあります。米国のいくつかの州では、食品包装への意図的なPFAS添加がすでに禁止されており、問題を覆い隠していた耐油加工はもう使えません。

解決のカギは、正しい順序で計画することです。まずメニューごとの不具合パターンを定義し、それに耐える容器を選び、その容器が食品接触に適していることを書類で裏付け、最後に、そ
のセットを運ぶ袋を選びます。
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カスタムテイクアウト容器とは何か、そして何でないか
カスタムテイクアウト容器は、一次食品包装です。食品に直接触れるクラムシェル容器、ボウル、折りたたみカートン、カップ、トレイのうち、一つの店舗向けに仕様を決めたもの、または
ブランド表示を施したものを指します。持ち帰り袋は二次包装です。容器を運び、注文をひとまとめにし、ブランドを店の外へ運びます。実際には、カスタム食品容器と袋のプログラムは、
この両方の層を対象にします。

2層を分けて考えると、よくある購買ミスを防げます。紙の袋に容器の役目を期待してしまうことです。クラフト紙の手提げ袋は漏れを防ぐバリアではありません。スープ、ドレッシング、
揚げ物は、一次包装の段階で封じ込める必要があります。袋の役目は、重さを均等に支え、ふたを水平に保つことです。袋に漏れ止めを求めると、結局は紙が厚くなり、二重袋になり、漏れ
も変わらないという結果になりがちです。

また、米国には「テイクアウト容器基準」という単一の連邦基準はありません。確認できるのは、個別の要件の積み重ねです。素材に関するFDAの食品接触規則、耐油性の試験方法、環境
表示に関するFTCの規則、そしてPFASや包装に関する州法です。以下の各セクションは、これらのいずれかに対応しています。

https://nypost.com/2026/03/21/lifestyle/five-guys-customers-fume-as-chain-ditches-fry-cups-for-paper-bags/
https://nypost.com/2026/03/21/lifestyle/five-guys-customers-fume-as-chain-ditches-fry-cups-for-paper-bags/


カスタムテイクアウト容器を選ぶ六つのステップ

ステップ1：メニューを四つの不具合パターンに分類する

店の外に出るすべての品目を、メニュー上の位置ではなく、どのように不具合が起きるかに基づいて、一つの区分に入れてください。

高温・蒸気が多い （ご飯もの、麺類、焼き野菜）：ふたの内側で蒸気が結露し、紙器がふやけ、カリッとした食品がしんなりします。
油分が多い （フライドチキン、フライドポテト、バーガー、バターを使った焼き菓子）：遊離した油が未処理の繊維にしみ込み、表に透けて見えます。
ソース・液体 （カレー、スープ、ドレッシング、ディップソース）：液体がふたの合わせ目、折り目、通気口から漏れます。
冷たい （サラダ、デザート、冷たい飲み物）：外側の結露が触れたものすべてを濡らします。袋も例外ではありません。

各区分は、その中でいちばん条件の厳しい品目に合わせて仕様を決めます。いちばん油っぽい揚げ物を受け止められる容器なら、同じ区分のほかの品目も受け止められます。平均的な品目に
合わせて選んだ容器は、いちばん忙しい夜に不具合を起こします。

ステップ2：耐熱性と蒸気への対応を合わせる

熱い料理が容器を傷めるのは、温度よりも水分によるところが大きいです。密閉したふたは蒸気を閉じ込め、蒸気は結露し、水が食品と容器の壁にたまります。揚げ物や衣のある品目には、
蒸気が逃げるよう通気口付きのふたやスリットを使います。煮込み料理やソースの多い料理は、サクサク感より水分保持が大事なので、密閉ふたを使います。

お客様が容器のまま温め直しそうな場合は、素材とふたが電子レンジ使用に適していることを、サプライヤーに書面で確認してもらってください。素材の見た目から推測してはいけません。
運搬の計画も必要です。熱いものと冷たいものの容器は、同じ袋に入れないでください。熱は冷たい品目に伝わり、結露は逆方向に流れます。

ステップ3：確認できる耐油・漏れ防止バリアを指定する

紙器を厚くしても、耐油性は得られません。紙の坪量が示すのは剛性と強度であり、耐油性ではありません。揚げ物やバターを使った食品には、バリアが必要です。水性分散コーティング、
ポリエチレン（PE）内張り、PLAなどのバイオポリマー内張り、または別体の耐油ライナーがあります。

この市場がどれほど変わったかを見落としている購買担当者は多いです。2024年2月、 FDAは、PFASを含む耐油加工材料が米国の食品包装向けにはもう販売されていないと発表
しました[2]。これには、ファストフードの包み紙やテイクアウト用の紙製容器も含まれていました。その後FDAは、 関連する食品接触物質届出35件が、2025年1月6日時点で効力
を失ったと[3]判断しました。あわせて、一部の既存の紙製包装在庫については、適合期限が2025年6月30日とされました。現在の耐油性は、非フッ素系の化学処理またはフィルムバリ
アによって得られます。これらは性能が異なるため、試験が必要です。

https://www.fda.gov/news-events/press-announcements/fda-industry-actions-end-sales-pfas-used-us-food-packaging
https://www.fda.gov/news-events/press-announcements/fda-industry-actions-end-sales-pfas-used-us-food-packaging
https://www.fda.gov/food/hfp-constituent-updates/fda-determines-authorization-35-food-contact-notifications-related-pfas-are-no-longer-effective
https://www.fda.gov/food/hfp-constituent-updates/fda-determines-authorization-35-food-contact-notifications-related-pfas-are-no-longer-effective


一般的な試験室での基準はキットテスト（ TAPPI T 559[4]）です。耐油性を1 to 12で評価します。TAPPIは、この方法が主にフッ素化合物による表面処理向けに設計され
たものであり、フィルム状のバリアや非フッ素系バリアへの適用は「評価が必要」だとしています。PE内張りの板紙では、キット値が高くても、折り目や接着した角からの漏れが隠れてい
ることがあります。キット評価を求めたうえで、厨房での試験を行ってください。

いちばん油っぽい品目と、ソースの多い品目を、提供時の温度で候補の容器に詰めます。1.
15, 30および60分の各時点まで置いておきます。カウンターでの受け取りから長時間の配達までを想定した設定です。2.
各チェックポイントで、容器を約45度傾けて十秒間保ち、ふたの合わせ目に負荷をかけます。3.
油や液体がどこに現れるかを記録します。壁面、底面、角の折り目、ふたの合わせ目などです。場所によって、対策も変わります。4.

ステップ4：印刷の前に食品接触に関する書類を確定する

「フードグレード」は宣伝文句であり、仕様ではありません。米国では、水性食品および脂肪性食品に接触する紙・板紙は、 21 CFR 176.170[5]の対象となります。乾燥食品
は21 CFR 176.180の対象です。また、セクション176.170は、意図する食品と使用条件を想定した条件下で、完成品の食品接触面からのクロロホルム可溶性抽出物の正味
量を、平方インチあたり0.5 mgに制限しています。そのため、乾燥クッキー用のベーカリー箱と、熱いカレー用のボウルとでは、適用される規則が異なります。

完成品全体を対象とする書面の保証を求めてください。つまり、基材の板紙、コーティング、接着剤、食品に触れる可能性のある面のインキまで含みます。原紙だけを対象とする保証では不
十分です。繊維がバージンか再生かも確認してください。再生繊維は、濡れた食品や脂肪性の食品に直接触れる用途で使う前に、汚染物質の管理が文書化されている必要があります。承認後
にコーティングやインキが変更された場合は、書類も更新しなければなりません。

州法がさらにもう一層の規制を加えます。 カリフォルニア州のAB 1200[6] は、規制対象のPFASを含む植物繊維製の食品包装を、2023年1月1日から禁止しています。これ
には、意図的に添加されたPFASと、100 ppm以上の総有機フッ素が含まれます。また、カリフォルニア州司法長官が2023年10月に出した執行に関する注意喚起では、この
規制がテイクアウト食品を販売する飲食店にも適用されると述べられています。イリノイ州は、2026年1月1日から、食品包装への意図的なPFASの添加を禁止しました。メイン州で
は、袋、容器、ピザ箱を含む植物繊維製包装に関する規則が、2026年5月25日に施行されたと、 Packaging Diveの2026年の州法まとめ[7]が伝えています。「意図的
に添加されたPFASなし」を仕様書に明記し、カリフォルニア州で販売する場合は、総有機フッ素の試験結果も請求してください。

ステップ5：実証できる環境表示だけを印刷する

カスタム容器上の「堆肥化可能」といった表現は、規制対象の表示です。FTCグリーンガイドの 16 CFR 260.7[8]に基づき、事業者は、品目に含まれるすべての素材が安全かつ
適切な期間で利用可能な堆肥に分解されることを示す、適格で信頼できる証拠を持っている必要があります。製品が販売される地域で、大多数の顧客が堆肥化施設を利用できない場合、その
表示には条件を付ける必要があります。

https://www.tappi.org/product_pull/09/dec/__04/grease-resistance-test-for-paper-and-paperboard-test-method-t-559-cm-12/
https://www.ecfr.gov/current/title-21/chapter-I/subchapter-B/part-176/subpart-B/section-176.170
https://leginfo.legislature.ca.gov/faces/billNavClient.xhtml?bill_id=202120220AB1200
https://www.packagingdive.com/news/state-packaging-laws-2026-bags-foam-pfas-hotels/808682/
https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-I/subchapter-B/part-260/section-260.7


コーティングされた板紙は、全体で一つの品目として評価されます。 Compost Manufacturing Alliance[9] は、多層紙やコーティング紙はASTM D6868
に基づいて評価され、コーティングは製品に占める割合にかかわらず生分解性試験に合格しなければならないと説明しています。PE内張りのボウルは、紙の基材があるからといって堆肥化
可能と表示することはできません。リサイクル可能性の表示は16 CFR 260.12の対象です。食品残渣や内張りが結果を左右することが多いため、これらの表示にも条件を付けてく
ださい。

カリフォルニア州にはもう一つ要件があります。SB 54に基づく制度では、 CalRecycleが拡大生産者責任プログラムとして運営しており[10]、プラスチックのコーティングやプ
ラスチック部品があると、繊維製容器もプラスチック削減の集計対象に含まれることがあります。そのため、バリアの選択は報告に関する判断でもあります。

ステップ6：容器の底面サイズと積み上げ高さを持ち帰り袋に合わせる

容器が決まったら、袋を容器に合わせてサイズ決めします。逆ではありません。持ち帰り袋の不具合が最も多いのは、容器が斜めに入っているとき、積み重ねが傾くとき、あるいはいちばん
重い液体の品目が上に載ったときです。次の手順で進めます。

底面サイズを測る。 最大の容器の底面の縦と横を記録します。ふたの縁が底面より広い場合は、ふたの縁の位置で測ります。1.
底面サイズのグループにそろえる。 メニューの大半で共有できる底面サイズを、一つか二つ選びます。底面サイズが同じ容器は平らに積み重なります。サイズがばらばらだと隙間2.
ができ、積み重ねがずれやすくなります。
実際の注文を数える。 一週間分の伝票を抜き出し、単品、ダブル、ファミリーの各注文に、容器が通常いくつ入っているかを記録します。これにより、メニュー品目ごとに一つで3.
はなく、通常は二、三種類の袋サイズに絞れます。
積み上げ高さを計算する。 注文区分ごとに容器の高さを合計し、そこにサイドカップ用の余裕と、袋の口を閉じたり持ち手を合わせたりしても最上段のふたを押さないための余裕4.
を加えます。
底面と底面サイズを照合する。 袋の平らな底（幅×マチ）は、容器の底面サイズを水平に収め、指が入る余裕があるものにします。マチが容器より狭いと、容器が縁の上に乗っ5.
てしまい、ふたが開く原因になります。
詰める順番を決める。 いちばん重いものと液体の品目は下に、乾いたものと軽いものは上に入れ、熱いものと冷たいものは別の袋に分けます。6.

袋のサイズの承認、印刷の見やすさ、持ち手の詳細については、 平紐ハンドル付きオリジナルクラフト持ち帰り袋の商品ページで説明しています。底面サイズと積み上げ高さの数値をご用意
ください。実際の注文に基づいた見積もりになります。

メニュータイプ別に比べる容器の素材
この表では、代表的な素材の種類を、性能と、それについて行える表示の観点で比較しています。結果は、コーティング、ふたの設計、サプライヤーの書類によって異なるため、試験の前に
候補を絞り込む目安として使ってください。

https://compostmanufacturingalliance.com/cmas-position-on-astm-d6868-and-d8410/
https://calrecycle.ca.gov/packaging/packaging-epr/
https://jp.zigpac.com/custom-paper-bags/custom-brown-kraft-flat-handle-takeaway-bags.html


素材 高温・蒸気が多い 油分が多い ソース・液体 冷たい 表示上の注意
コーティングな
しクラフト板紙
カートン

普通。短時間の移動
向きで、蒸気でふや
ける

不良。油が繊維にし
み込む

不良。折り目の角
から漏れる

普通。乾
いた状態
なら

リサイクル可能の表示は、地域での受け入れ可否と食品残渣について条件を明記する場合に限
る

水性バリアコー
ティング付き板
紙

良好。通気口付きの
ふたの場合

良好。キットテスト
では反映されない場
合があるため、厨房
での試験で確認

普通。ふたの密閉
性による 良好 堆肥化可能の表示は、コーティングを含めた証拠がある場合に限る

PE内張り板紙 良好 非常に良好 良好。密閉ふたの
場合 良好 堆肥化可能と表示しない。カリフォルニア州のSB 54でプラスチックとして扱われる可能

性あり
PLA内張り板
紙

普通。耐熱の上限を
サプライヤーに確認 良好 良好。密閉ふたの

場合
非常に良
好 産業用堆肥化可能の表示にはASTM D6868の証拠と施設の適格性の確認が必要

成形繊維容器
（例：バガス）

良好。蒸気を多少吸
収する

非フッ素系処理かど
うかによ
る。PFASの状況
を確認

普通。ふたが弱点 普通 州法で求められる場合は、意図的に添加されたPFASがないことと総有機フッ素を確認

ポリプロピレン
容器

非常に良好。電子レ
ンジ対応かどうかを
確認

非常に良好
非常に良好。ふた
がしっかり閉まる
場合

非常に良
好 リサイクル可否は地域により異なる。地域のプラスチック規則が適用される場合あり

多くの店は、表の複数の行を組み合わせて使います。たとえば、熱く乾いた品目には成形繊維またはコーティング板紙、スープにはPP製またはPE内張りの密閉ボウル、揚げ物には別の通
気口付きカートン、といった構成です。すべてが一つか二つの底面サイズを共有するので、同じ持ち帰り袋に収まります。

お客様はこうした計画にきちんと気づいています。 National Restaurant Association[11] は、テイクアウト包装の改善を、より多くのメニューカテゴリーにまたが
る注文と結び付けています。また、スープやソースのかかった料理に使うクラフト紙の箱やボウルには防湿バリアが必要で、なければ漏れると指摘しています。

よくある質問
よくある質問：クラフト紙の容器は自動的に食品衛生上安全ですか？

いいえ。茶色のクラフトは繊維の種類を表すだけで、適合を意味しません。板紙、コーティング、接着剤、食品に触れる可能性のあるインキを含む完成品の容器には、水性食品や脂肪性食品

https://restaurant.org/education-and-resources/resource-library/increased-sales-come-in-the-right-packages/


については21 CFR 176.170、乾燥食品については176.180に基づく文書化された根拠が必要です。完成品全体と想定する食品を対象とするサプライヤーの保証書を求めて
ください。

よくある質問：耐油性の容器でも、まだPFASが使われていますか？

紙製の食品包装向けのPFAS耐油加工剤は、米国市場ではもう販売されておらず、関連するFDAの届出35件は2025年1月6日に効力を失いました。ただし、それでフッ素のあら
ゆる発生源が対象外になるわけではありません。「意図的に添加されたPFASなし」を書面で明記し、州法が上限を設けている場合は、カリフォルニア州の100 ppmの基準値のよう
に、総有機フッ素の試験結果を請求してください。

よくある質問：キット評価は高いほど常に良いのですか？

必ずしもそうではありません。TAPPI T 559キットテスト（1 to 12）は、主にフッ素化合物による表面処理向けに設計されたものです。フィルムや非フッ素系のバリアは、高い
スコアが出ても、折り目や接着した継ぎ目から漏れることがあります。評価値は候補の比較に使い、そのうえで、いちばん油っぽい実際のメニュー品目を使った時間計測の試験で判断してく
ださい。

よくある質問：PE内張りの容器に「堆肥化可能」と印刷できますか？

いいえ。FTCは、品目に含まれるすべての素材が堆肥化されることの証拠を求めています。コーティング紙はASTM D6868に基づき全体として評価され、一般的なPE内張りはそ
の要件を満たしません。リサイクル可能性の表示は、ご自身の市場で正確な場合に限り条件付きで使うか、表示自体をやめてください。

よくある質問：容器が破損したとき、持ち帰り袋が漏れを止めるべきですか？

いいえ。紙の手提げ袋は重さを支え、ブランドを運ぶものです。液体を防ぐバリアではありません。蒸気や結露は時間とともに紙を弱らせるため、漏れは容器の段階で防ぎます。ソースには
密閉ふた、揚げ物には通気口、熱いものと冷たいものには別々の袋を使います。

よくある質問：一般的なメニューには、袋のサイズがいくつ必要ですか？

通常は二つか三つです。容器が一つか二つの底面サイズを共有していれば、一週間分の注文伝票から、単品、ダブル、ファミリーの各注文に多い容器の個数が分かります。メニュー品目ごと
に袋を作るのではなく、各注文区分の積み上げ高さに合わせて袋のサイズを決めてください。

要点
耐油加工は2026年現在、非フッ素系またはフィルムのバリアを意味します。そのため、必ず試験してください。 — PFAS耐油加工剤の販売は2024年2月28日に
終了し、届出35件が2025年1月6日に失効しました（出典)
食品接触に関する適合は、板紙だけでなく完成品の容器が対象です。 — 21 CFR 176.170は、水性食品・脂肪性食品との接触について、抽出物の上限を0.5
mg/in²と定めています（出典)
キット評価は素材の比較には役立ちますが、厨房での試験の代わりにはなりません。 — TAPPIの尺度は1 to 12の範囲で、主にフッ素化合物処理向けに作られています
（出典)
州のPFAS法は、すでに飲食店の包装に適用されています。 — カリフォルニア州は、植物繊維製の食品包装における総有機フッ素を100 ppm以上に制限しています
（出典）。イリノイ州とメイン州の規則は2026年に施行されました（出典)
連邦レベルのPFAS包装禁止は提案段階で、まだ法律にはなっていません。 — 再提出された上院法案は、成立した場合、2028年1月1日に施行されます（出典)
コーティング紙は、コーティングも堆肥化可能と証明されている場合にのみ、堆肥化可能と表示できます。 — 基材の受け入れには、繊維が95%以上であることと、単一の添
加物が1%未満であることが必要で、受け入れは認証ではありません（出典)

容器と袋をセットで設計する
優れたカスタムテイクアウト容器づくりは、明確な順序に従います。メニューを不具合パターンで分類し、確認できるバリアを選び、食品接触とPFASに関する書類を整え、証明できる表
示だけを印刷し、すべての注文が平らに積み重なるよう底面サイズを統一します。そこまでできれば、袋選びはほぼ計算で決まります。

連邦のPFAS関連の立法動向にも注意してください。 再提出された上院法案[12] が成立すれば、食品包装への意図的なPFAS添加が全国で禁止されるため、いま作成する仕様書は、そ
の要件をすでに満たしておくべきです。容器の底面サイズと注文区分が固まったら、それらを添えて、 容器セットに合わせたサイズのブランド入りクラフト持ち帰り袋の見積もりをご依頼く
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ださい。価格、数量、納期は、お客様の仕様に基づいてお見積もりします。
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